中学校でのオンライン英語学習プログラム導入の成果と課題 by 畠山 均 et al.
【教育報告】
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The Effects and Issues of Introducing an Online English Learning Program
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１．ある ２．多少ある ３．あまりない ４．全くない
質問２ 外国人とのコミュニケーションに不安があるか
１．非常にある ２．多少ある ３．あまりない ４．全くない
質問３ 外国人とのコミュニケーションが好きであるか
１．とても好き ２．まあまあ好き ３．あまり好きではない ４．嫌い
質問４ 将来（英語を）話せるようになりたいか






平均 標準偏差 平均 標準偏差
質問１ ２．９９ ．７３２ ２．３４ ．７２０ ９．５１＊＊
質問２ １．８４ ．７１５ ２．３７ ．６４１ －６．７７０＊＊
質問３ １．９６ ．７８８ ２．０６ ．７７８ －１．６２５
質問４ １．３６ ．６３８ １．４７ ．６３１ －１．７３０
質問５ ２．１４ ．７８５ ２．０６ ．９３１ １．２２９
質問６ ２．４７ ．６０７ ２．３３ ．５５７ ２．４３９＊
質問７ ２．１９ ．５４６ ２．１９ ．５１９ ．０００









１．不自由なく使える ２．まあまあ使える ３．あまり使えない ４．全く使えない
質問８ 外国人と話すとき、即座に応答できるか
















































































純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―２６５―
システムが構築されており、システムの安定運営のため様々な制約があり各種ソフトのアップ
デートなどはできず、ブラウザーもこれまではインターネットエクスプローラーのみだった。そ
うした事情でレアジョブ推奨の Skypeは使用ができず、なんとかグーグルクロームのインストー
ルを管理業者に認めてもらい、appear.inを利用した。当初、インターネット回線の容量の関係で
スムーズなログインができず、授業開始が遅れるトラブルが続いたが、回数を重ねる中で次第に
要領が分かり、appear.inへのログインを本校側で事前に行い、講師の方には後から設定時間にロ
グインしてもらう方法が一番スムーズな方法だと判明した。今後同様のオンライン授業を実施す
る場合、それぞれの授業の前の授業時間帯に CALL室を使用しない状況を作り、そこですべて
の生徒用パソコンで appear.inへのログインを完了してから授業を開始できるようにするのが理
想的である。
７．ま と め
５月に３回、７月に２回の計５回、それぞれ２５分間のフィリピン人講師との appear.inを通し
ての１対１のレッスンを中心とする５０分の英会話授業を実施した。授業回数もわずか５回と少な
く、今年度は試験的導入という面があった。しかしこれまで述べてきたように、克服すべき課題
もあるものの、事前事後のリスニングテストの結果、事前事後の英語学習意欲に関するアンケー
ト調査、事後の生徒へのインタビュー調査の結果から、それなりの効果は出たように考えられる。
純心中学校では「グローバル人材の育成」を目指してグローバル教育の充実に力を入れている。
ホームステイなどの一部生徒に効果が限定される取り組みではなく、生徒全員が参加できるオン
ライン英会話授業は目標達成のために大いに寄与するところがある。特に心理的抵抗感を軽減し、
英語の使用を楽しく感じ、さらに英語力を見つけたいと感じさせる効果は大きく、検証していな
いがその他の英語学習への波及効果も大きいと思われる。またフィリピン人講師と英語でコミュ
ニケーションすることで英語の国際的広がりを実体験することは、非常に重要なことである。今
後も実践を積み重ね、成果を継続的に検証していく必要がある。
注
１）レアジョブ
インターネット通話ソフト（スカイプ）を利用してマンツーマンの英会話レッスンを提供している企業。２００７
年１０月設立。本社は東京都渋谷区。http://rarejob.com/
参考文献
畠山均（２０１７）「オンライン英語学習プログラムの成果と課題」『純心人文研究』第２３号、pp．２２７－２４１
姫野克也（２０１３）『オンライン英会話の教科書』国際語学社。
（２０１７年１０月３０日 受理）
畠山・里・脇山・中学校でのオンライン英語学習プログラム導入の成果と課題
―２６６―
